
碁つ砿3L

中 国

平 成 4 年 度 海 外 農 業 開 発 事 業

事前調 査報告書

(華南地域)

福 建 省 農 用 地 防,災 サ ン タ+計 画

さいきょ-うわ じゅ うち く

広東省個徳市斉杏輪ヰ地区農地排水計画

1992年 7月

社団法人 海外農業開発コ ンサルタ ンツ協会



平成4年度海外農業開発事業事前調査(中国華南地域)

調 査 概 要

1.調 査 者

後藤寧郎

株式会社敗企酎ンサルタンツ棚鵬外朋党拡

大久保富之
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2.調 査 期 間
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3.案 件 概 要

(1)福建省農用地防災センター計画

地 区名:福建省福州市

担当機関:福建省水利水電科学研究所

内 容:福建省は中小河川が多く海岸線も長く､台風の常襲地帯であり､洪水期

には河口部や海岸部で過去幾多の洪水被害を被っている｡防災センターを

設置して､河口部や海岸部に展開する農地を洪水から護るための水工試験

や観測等を行ない農用地の防災方策を研究開発することを目的とする事業

である｡当事業は､省八五計画(第八次五カ年計画)の科学技術発展四大

計画の一つに組み込まれており､プロジュク卜方式技術協力による事業の

実施を期待されている｡

さい きょ うb じQ うち く

(2)広東省噸徳市斉杏輪中地区農地排水計画

地 区名:虞東省脂徳市斉杏輪中

担当機関:虞東省服徳市水利電力局

内 容: 珠江デルタ地帯にある斉杏輪中100k遥の低平農地10.8万畝(7,236ha)と､

住民11万人(農業人口9.5万人)を湛水被害から護るため､地区内の排水

施設を整備して､農業と民生の安定を図るための農地防災事業である0

事業の実施により､地区住民の安全,農業の安定生産,養魚池養殖の安

定経営等の防災効果と､排水による水質の環境改善効果が確保される0

日本国に対しては,開発調査協力と工事の一部への無償資金協力を要請

している｡



4.調査日程

月E] 那 宿泊地 摘要

1992年

5.19 火 北京 移動飛行機Jレ781(東京10:30-北京13:15)

20 水 北京 日本大使館表敬､JICA表敬､水利部表敬･打合せ

21 木 北京 国家科学技術委員会表敬､農業部表敬

22

23

金

水

福州

福州

移動飛行機CA1505(北京7:20-福州9:50)

福建省水利水電庁表敬

福建省水利水電科学研究所協議

福建省内現地調査

24 日 福州 福建省内現地調査

25

26

27

月

火

水

広州

順徳

順徳

福建省内調査結果協議(福建省水利研)

移動飛行機CZ3506(福州19:15-広州20:30)

広東省水利電力庁表敬･協議

移動自動車(広州14:00一服徳15:30)

広東省噸徳市内現地調査

広東省舶徳市内現地調査

28 木 順徳 広東省順徳市内現地調査

29

30

金

土

香港 広東省噸徳市内調査結果協議(願徳市水利電力局)

移動船(噸徳11:15一番港13:35)

移動飛行機JLO64(香港14:35一成田19:30)

(後藤･篠田帰国)

移動飛行機JL702(香港13:40一大阪18:00)

(大久保帰国)



単 位 及 び 換 算 値

ムー･

面積単位･換算値: 1畝 - 6.67a (1 ha - 15畝)

貨幣単位･換算値: 1元(人民幣) - 25円 (日本円､ 1992年5月)

固 有 名 詞 の 呼 称

｢カタカナ+ルビ 中国語発音(に近似した)読み

｢ひらがな+ルビ 日本語発音の読み
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要 約

A拡A P/F 農業･農村開発協力案件(開発調査)

国 名 中 国
CHINA

案件名

福建省農用地防災センター計画

Agricultural LBnd I)isaster Prevention Research Center Project in

FUJIAN Province

地区名 福建省 FUJIAN Province

相手国担当機関 福建省水利水電科学研究所
Scientific Research Institute of Fuj ian

Water Conservancy A Iydropover

1.事業の背景

中国では1991年夏以来､特大の水害が相次ぎ18の省･直轄市を襲い､被害農地は1, 933万ha､被災者は2億

6百万人にのぼった.中国政脚ま､この経験に鑑み､防災対策･水利施設の整備を重視している.

農地基本建設､水利基本建設により､農業基盤整備を推進し､食糧の増産確保と農地の保全を行なう方策を

実施している｡

2.事業概要

福建省は中小河川が多く海岸線も長く､台風の常襲地帯であり､洪水期には河口部や海岸部で過去幾多の洪

水被害を被っている｡河口部や海岸部に展開する農地を洪水から護る目的で､水工試験や観測等を行ない農用

地の防災方策を研究開発する｡

当事業の実施は省八五計画(第八次五カ年計画)の科学技術発展四大計画の一つに組み込まれている｡

1)センター建屋の建設4,400m2

波浪試験室､河川工事試験室､水利工事試験室､事務室､宿舎等

2)試験設備の整備

潮汐測定器､波浪測定器､流量自動測定器､模型地形自動測定慕,泥砂分析測定器､

汚濁水処理装置等

3)実地観測

河沫変動測量､堆砂観測､実地観測と調査研究

4)日本からの専門家派遣と日本での研修

3.事業費概算

698万元(1億7, 450万円)

4.特記事項

プロジェクト方式技術協力による事業実施を希望している｡

センター建屋の建設は福建省当局の資金手当てにより実施｡

日本国は試験設備整備費及び実地試験費の1億円と､専門家派遣費及び来日研修費の援助｡

調査団の構成 後藤寧郎(㈱鞄金融ンサルタント)
､大久保富之(鵬設企酎ンサルタント)､篠田日出海(㈱チェリーコンサルルト)

P/F実施期間 1992年5月19日-30日



福建省農用地防災センター計画
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1.調 査 日 的

中国は1991年夏以来,特大の水害が相次ぎ18の省･直轄市を襲い､被害農地は1,933万

ha､被災者は2億6百万人にのぼった.中国政府は､この経験に鑑み､防災対策･水利施

設の整備を重視している｡農業政策においては､農地基本建設､水利基本建設により､農

業基盤整備を推進し､食糧の増産確保を行なうと伴に､防災施策により農地の保全を行な

っている｡

当福建省は､中小河川が多く海岸線も長く､かつ台風の常襲地帯であるため､洪水期に

は河口部や海岸部で過去幾多の洪水被害を被っている｡このような自然災害から農地を保

護するための研究を行なう計画があるとの情報から､現地調査を行ない関係機関との意見

交換や基礎資料収集等の調査を行ない､協力プロジェクトとしての案件発掘を目的に調査

したものである｡

2.地 区 概 要

(1)位置及び地形

福建省は､中国大陸東南の沿海部にあり､全面積は約12.1万kn2､耕地面積は約1,2万

kJである.省の東南部は台湾海峡への沿海部をもち､東北部は漸江省に接し､西北部は

江西省に､西南部は広東省に接している｡

内陸部は､ 1,800m前後の山脈や丘陵地が多く､それらの山地を水源とする多くの河

川が複雑に流下し､中流部には多くの盆地がある｡これらの河川水量は豊富で､海岸部

に展開する平地部を通り､･台湾海峡に流入している｡

流域面積50k遥以上の河)1I&ま597本あり､それらのうち流域面積500kdi以上の大河川は
みん

13本ある｡さらに､そのうち流域面積が5,000k娼以上の特大な重要河川は､ 5河川(聞
こう しんこう

江､九龍江､汀江､晋江､交渓)を占める｡このうち間江､九龍江､晋江の三河を三江

と呼ばれ､合計涜域面積は約8.1万kraで省全面積の67%を占め､流域内の市･県は44に

及んでいる.三江の年間河川流量は721億nPである.そのうち最長最広の間江は､約6

万kJの流域面積があり､省都福州市で台湾海峡に流入している0



(2)自然状況

亜熱帯海洋性気候に属し､年間降雨量は山間部で1,600皿､海岸部で1,000m､島喚

部で 700皿- 800皿で､温暖な気候である｡

暴風雨による洪水の水害や風害､海岸部の高潮による潮害や冬季の早魅等の自然災害

が度々発生している｡

冠水面積1,000k遥以上の水害を被ったのは､ 1949年以降21回を数え､ 2年に1回の割

合で発生している｡台風は年3-4回上陸しており､台風の常襲地帯である｡また､早

魅による干害被害面積2,000k遥以上を記録したのは, 1949年以降15回を数え､ 5年に1

回の割合で発生している｡

これら自然災害による1986年-1991年の6年間における被害総額は, 80億元に達して

いる｡

3.計 画 概 要

(1)構 想

みんこう しんこう

間江､九龍江､晋江の三大河川の流域面積は､全省面積の63%を占めており､それぞ

れ水力発電の開発や河川運輸の開発及び洪水防止の対策が必要となっている｡それらの

うち洪水防止事業は､緊急かつ重要な事業として注目されているが､現状では防災技術

のレベルが低いため技術のレベルアップを含め新工法の開発を目的とし､当防災センタ

ーの設置によって下記の課題を研究する｡
みんこう

①間江堆安分光地帯の堆砂除去工法の試験研究

間江下流の堆安分流地帯(竹岐-属尾関)の河道堆砂量は､間江からの年間

流砂量の12%を占め､河道変動が著しく､福州市域へ洪水被害をもたらしてい

る｡この問題を解決するべく堆砂除去の工法について研究する｡

②九龍江西渓の洪水分水工法と河口部砂州の発達に関する試験研究

九龍江西渓は流域面積2,940k遥で､河道の上流部は急勾配で下流部は緩勾配

であり､下滝部に洪水被害をもたらしているo その解決策として防災ダj4の放

流システムと警報システムの研究を行う｡

アモイ

また､九龍江河口部砂州の発達が､塵門東港へ与える影響と影響防止対策を

試験研究する｡



しんこう

③晋江西渓の涜域土地保全と洪水防止の試験研究

晋江流域の土砂流出は著しく1952年-1979年の27年間に0. 23mの河床上昇が

あり河道が浅いため､下流の肥沃土な平地で人口密集地帯の泉州市域は､河川

氾濫による洪水被害を被っている｡この対策として流域の土砂流出を防止する

土地保全の方策と､下流域の洪水防止方法について試験研究する0

④海岸部干拓堤防の築堤新材料の開発と施工法の研究

全省内には 723kn2 896カ所の既干拓地があり､新たに1,000kn2の干拓可能地

を抱えているが､現況干拓堤防の浸透状況や安定性を調査し､堤防の補強工法

や新材料の土木用テキスタイル材の利用等も含めて､堤防の長期安定工法と施

工法を研究する｡

(2)主要施設

1)防災センター建屋の建設

①水工試験場 500m2

②河道試験場 2, 000m2

③波浪試験場 500m2

④コンピューター制御･堆砂試験場200nf

⑤事務室･宿舎

敷地面積

建築面積

工事費

1, 400m2

4, 100Ⅱf

3, 200ITf

298万元( 7,450万円)

2)試験設備の整備

①潮汐発生器

②起波器

③流量自動測定器

④模型地形自動測定器

⑤泥砂分析計

⑥給配水設備

⑦活計測設備



⑧コンビュ-ト制御システム設備

横暴･設備費 200万元( 5,000万円)

3)実地測量･観測

①河道測量

②河床変動観測

③堆砂量観測

④実験観郷と調査研究

観測経費 200万元( 5,000万円)

以上3項目の総事業費は 698万元(1億7,450万円)となる｡

4.総 合 所 見

(1)技術的可能性

福建省は台風の常襲地帯で､河川が多く､海岸線も長く､毎年､多くの風水害を受け

ているo新設の防災センターは,福建省水利水電科学研究所内に設置するもので､既設

の河工模型試験場を母体に施設の拡充･整備を図る計画である｡技術スタッフ等の人的

資源についても増員等の拡充整備は必要であるが､現在までの研究所の業務実績･経験

等を有効に活用し､かつ日本との技術交洗等により､当センターの研究目的を達成する

に困難となる問為は無いと思われる.

(2)現地政府･住民の対応

事業主体である福建省水利水電科学研究所の試算によれば,全事業費698万元(1億

7,450万円)と見積もっており､その内訳は､下記の通りである｡

全 事 業 費

内訳: ①防災センター建屋の建設

②試験設備の整備

③実地測量･観測

698万元(1億7,450万円)

298万元( 7,450万円)

200 〝 ( 5,000 〝 )

200 〝 ( 5,000 〝 )



洪水による被害は､毎年2億元(50億円)以上に達しており､農業生産基盤である農

地の防災対策が必要となっている｡

このような事から当防災センター計画は､福建省科学技術委員会が策定した『福建省

科学技術発展第八次五カ年計画』 (略称『八五計画』 )に編成されている｡しかし､省

水利水電科学研究所の見解では､省政府の予算のみでは資金不足のため､日本の協力を

仰ぎたいとしている｡土木･建築工事等の防災センター建屋建設資金は中国側の負担と

し､日本側には試験設備の整備と実地測量･観測の資金400万元の負担と､技術的問題

解決のために技術交流を行なうプロジェクト方式技術協力による事業の実施を希望して

いる｡

5.添 付 資 料

(1)調 査 者

後藤寧郎

大久保富之

篠田日出海

(2)調査日程

株式会社建設企画コンサルタンツ 取締役海外部開発部長

株式会社建設企画コンサルタンツ 海外部嘱託

株式会社チェリーコンサルタント 海外部長

月日 那 宿泊地 摘要

1992年
5.19 火 北京 移動飛行機JL-781(東京10:30一北京13:15)

20 水 北京 日本大使館表敬､JICA表敬､水利部表敬･打合せ

21 木 北京 国家科学技術委員会表敬､農業部表敬

22

23

金

水

福州

福州

移動飛行機CA1505(北京7:20一福州9:50)
福建省水利水電庁表敬
福建省水利水電科学研究所協議

現地調査

24 日 福州 現地調査

25

26

27

28

29

30

月

火

水

木

金

土

広州

州貞徳

順徳

順徳

香港

調査結果協議(福建省水利研)
移動飛行機CZ3506(福州19:15一広州20:30)

この間､広東省にてPF別途案件調査

移動船(願徳11:15-香港13:35)

移動飛行機JLO64(香港14:35-成田19:30)
(後藤･_篠田帰国)

移動飛行機JL702(香港13:40-大阪18:00)
(大久保帰国)



(3)中国側調査団

王 克 群 福建省水利水電科学研究所 所長

王 欽 楽

貴 家 恩

黄 英 華

徐 明 軟

李 懐 根

〝 副所長

〝 副所長

〝 副総工程師

〝 軒公室主任

〝 水工室主任

張 名 強 福清市水利水電局 副慶長

章 凌 水利部外事司科技合作庭 副虞長

(4)面 会 者

佐藤勝彦

藤谷浩至

竹之下純一郎

木 田 洋

何 文 垣

李 承 実

鄭 如 剛

甘 坐 富

張 貴 生

呉 家 林

王 泳 様

陳 懸 興

陳 玉 森

在中国日本国大使館 一等書記官

日本国際協力事業団中国事務所

日本国際協力事業団福建省林業技術開発計画 リ ーダー

〝

水利部外事司 副司長･高級工程師

〝 科技合作処 慶長

〝 〝 副慶長

農業部国際合作司アジア･アフリカ処 処長

福建省水利水電塵 副廉長

〝

農村電気化局 局長

〝 科技外経虞 慶長

福清市何嘆墾区管理庭 主任

福清市江鏡華僑農場 場長

(5)収集資料目録

1) ｢福建樹右塙+ 1984年5月 福建省水利水電科学研究所

2) ｢福建小水電+ 1986年10月 福建省水電廉地方電力公司

3) ｢福建坑口砺圧混凝土項+ 1986年12月 福建省水利水電磨

4) ｢福建省水利水電科学研究所建所三十年1959-1989+

業務調整員
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中 国

さい きょ うわ じゅ うち く

広東省順徳市斉杏輪中地区農地排水計画

事前調査報告書

1992年 7月

社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会
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要 約

A拡A P/F 農業･農村開発協力案件(開発調査)
さい き⊥ つb じq)つち く

広東省順徳市斉杏輪中地区農地排水計画
国 名 中 国

CⅢINA

案件名 Improvement Project of I)rail岨ge System in QIXING-Folder, S肌IゆE

City, GUANGJX)NG Province

地区名 虞東省】憤徳市斉杏輪中 QIXING-Polder, Shunde City, Guangdong Province

相手国担当機関 虞東省順徳県水利電力局
Guangdong Shunde Water Conservancy Power

Bureau

1.事業の背景

中国では1991年夏以来､特大の水害が相次ぎ18の省･直轄市を襲い､被害農地は1, 933万ba､被災者は2億

6百万人にのぼった｡中国政府は､この経験に鑑み､防災対策･水利施設の整備を重視している｡

農地基本建設､水利基本建設により､農業基盤整備を推進し､食糧の増産確保と農地の保全を行なう方策を

実施している｡

当プロジェクトは､珠江デルタ地帯にある斉杏輪中100kI丘の低平農地10.8万畝(7,236ha)と､住民11万人(

農業人口9. 5万人)を湛水被害から護るため､地区内の排水施設を整備して,農業と民生の安定を図るための

農地防災事業である｡

2.事業概要

地区内の低平農地10.8万畝(7, 236ba)を対象として､排水施設の整備を行なう｡事業の実施により､地区住

民の安全､農業の安定生産､養魚池養殖の安定経営等の防災効果と､排水による水質の環境改善効果が確保さ

れる｡

1)東海排水ポンプ場の建設

ポンプ場(機械株･事務棟･管理人棟･修理工場等)の建設

横軸軸流ポンプ¢ 1,650mm 3台及び付属設備･電気設備の設置

油圧レーキ式除塵機1台の設置

2)地区内排水路網の整備

幹線及び支線水路の整備(拡張･整形) 105血

3)老朽小型排水ポンプ場の改築

既設ポンプ場8カ所の改築･整備

4)農地排水制御センターの建設

制御センター棟の建設

観測･制御システムの整備

3.事業費概算

2, 540万元(6億3, 500万円)

4.特記事項

開発調査

調査団の構成 後藤寧郎(㈱腹企酎ンサルタンr)
､大久保富之(㈱赦企酎ンサルタント)､篠田日出海(断エリーコンサルタント)

P/F実施期間 1992年5月19日-30日
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広東省順徳市斉杏輪中地区農地排水計画

位置図
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1.調 査 日 的

さいきょうbじゅう

中華人民共和国広東省順徳市斉杏輪中地区の農地及び養魚池等の農業地域の排水を行な

い､農業農村開発プロジェクトの事業発掘を目的として､現地調査を行ない関係機関との

意見交換や基礎資料収集等の調査を行なった｡

斉杏輪中地区は珠江デルタの中部に位置し､過去幾多の堤防整備工事により輪中を築き

輪中外からの外水溢流被害は近年には徐々に解決されてきた｡しかし､外水位が高位の場

合には輪中内に内水が湛水し､その排水不良が原因で農業や養殖漁業及び地区内住民の生

活に多大な被害を与えている｡これらの問題を解決するために､輪中地区内の排水改良を

行なうことが必要であり､その排水改良プロジェクトの創出について調査した｡

2.地 区 概 要

(1)位置及び人口

1)順徳市

順徳市は広東省の中南部にあり､省都広州市の南西70km､珠江デルタの中心地に位置

している.市域は､東西38.7kn南北38knの範囲に展開し､総面積806kn2で､その内､耕

地面積は65.3万畝(4.37万ba)である｡

市の総人仁‖ま93万人で､その内､農業人口は64.9万人である｡

2)斉杏輪中地区
さいきょうbじゅう

斉杏輪中地区は脈徳市の西南部にあり､珠江の支流の1つである西江のデルタ地帯の

下流部‾に位置している｡地区は河川に取り囲まれ､東部は容桂水道に接し,南部は東海

水道に接している｡西部と北部は､それぞれ甘竹渓と順徳支流に接している｡

地区の総面積は100.02kJ､その内､耕地面積は10.8畝(7,236ha)である｡

地区内の総人口は11万人で､その内､農業人口は9.5万人である｡

(2)地 形

1)順徳市

願徳市は､珠江流域西北河口部の沖積平野にあり､珠江デルタ地帯の低平地にあるが､

西北部は若干高位で東南方向へ緩やかに傾斜しており､標高は0.7m- 2mである｡

東南部や西南部､西部には､小規模な丘陵が散在しており､それらの標高は海抜40m

- 3 -



-

170mである｡耕地の標高は､西北部が海抜2.8m- 3m､東南部1.7m- 1.9mで

ある｡

土壌は堆畳土と水稲土が大部分で､地区内の52%の地域が堆畳土､ 37%の地域が水稲

土である｡

2)斉杏輪中地区

地区は､西江デルタ地帯にあり地区全体は輪中堤により西江の外水から守られている｡

地表面は平坦で標高は海抜2m- 3mであり､地区内には多くのクリークがある｡

(3)気 象

亜熱帯季節風気候に属し､年平均気温21.9℃､夏期は長期間で高温多湿､冬期は短期

間で温暖であり､極まれに降雪のあった年もあるが降雪は無いに等しく､降霜も僅少で

ある｡最高気温が生じるのは7月で､ 7月の平均気温は28.7℃を示し､最低気温は1月

に発生し1月の平均気温は13.3℃である｡

平均年間降雨量は1,661mで､最大年間降雨量は 2,175mⅢである. 4月-9月の期間

の降雨量は年間降雨量の84%を占め､ 1月-3月の降雨量は年間降雨量の10%である｡

夏期には時々台風が襲来することもある｡

(4)産 業

1)噸徳市

噸徳市の産業は､農業と電気部品や軽機械の組み立て等の軽工業である｡農業は､農

業人口が64.9万人と市の総人口93万人の約70%を占めており､主として砂糖キビやバナ

ナ､水稲､養殖淡水魚等の換金作物である｡

それらの作付面積及び生産量は表1の通りである｡

表1 脂徳市の農産物作付面積と生産量 (1990年統計)

農産物 作付面積 単位生産量 総生産量 備考
(万畝) (Eg/畝) (t)

水稲 21.1 418 88,198 二期作

油用作物､バナナ等

養殖淡水魚 26.67 564.5 150,552.1

砂糖キビ 12.8 7,364 942,592

野菜 10.67 1,776 189,499.2

豆･芋類

その他

4.71

15.79

300 14,130



2)斉杏輪中地区

地区内には耕地面葡が4.96万畝( 3,306ha)あり､砂糖キビやバナナ､水稲が作付られ

ている｡また､淡水魚が養殖池面積5.86万畝( 3,906ba)に於いて養殖されている｡

これらの農水産物のうちバナナや淡水魚等は､隣接する広州市や珠海等の消費地へ移

出し､更に近接するマカオや香港へも輸出している｡

表2 斉杏輪中地区の農産物作付面積と生産量 (1990年統計)

農産物 作付面積 単位生産量 総生産量 備考
(万畝) (Eg/畝) (t)

水稲 0.69 420 2,898

養殖淡水魚 5.86 580.5 34,011.5

砂糖キビ 2.1 7,370 15,470

バナナ

その他

0.76

1.41

1,173 8,914.8

(5)河川及び水利

1)順徳市

順徳市の河川は､西江水系と北江水系に属す計16本の支流から成っている｡それら河

川の年間沈下量は約1,500億rrfで､河川流は潮汐作用の影響により水位の変動があるが

塩分濃度は低く､河川水の反復利用ができ､‾水資源は豊富であると言える｡

大部分の耕地及び村落の標高は海抜 0.6-3mで洪水位以下のため､堤防や水利施設

等の工作物によって洪水から防護されている｡現在､万畝堤防(境内地面積が1万畝-

666ba以上の堤防)は､ 12ケ所あり､それらの堤防全長は365血に達している｡洪水防

止水門は 213ケ所あり､電力排水ポンプ場は131ケ所ある｡それらのポンプ総数は 361

台､総出力21,900Evである｡市内における主要排水区は16ケ所で､それらの総流域(隻

水)面積は 635kI丘である.これらの地区について､ 10年確率24時間雨量を3日排水する

条件で計算すると,設計排水量406af/sが必要となる.しかし現況既存施設の排水能力

は305nf/sで､ 101uf/sの排水能力不足を来している｡

2)斉杏輪中地区

現在､斉杏輪中地区には排水ポンプ場が8ケ所あり､それらのポンプは電力により駆

動し総出力 2,615Evで､設計排水量40.rd/sである.しかし､ 8ケ所のポンプ場の内､



北沙､馬寧､青雲､古朗､竜帝の5ケ所のポンプ場設備は､老朽化が著しく､中には既

に使用不能となったポンプ機器もある｡したがって､設計基準による上記の設計排水量

に対して､現況では24uf/sの排水量不足が生じている.

(6)湛水被害

噸徳市は､地形が低平なところに頻繁に大雨が降り､しかも市域を取り巻く河川は洪

水や潮汐の影響により外水河川水位が長時間にわたり高位を保つため､地区内は排水不

良による湛水被害がしばしば生じている｡例えば､ 1981年6月末-7月初旬には3日連

続降雨量362.2mにより,市全体の湛水被害面積は18.6万畝( 1.2万ba)を記録し､そ

の内､斉杏輪中地区の湛水被害面積は3.3万畝( 2.2千ha)で､地区内農業用地面積の

30%を占めた｡

統計によると､当地区では小規模な湛水被害は3年に1度の確率で発生しており､大

規模な満水被害は5年-7年に1度の確率で発生している｡

3.計 画 概 要

(1)構 想

斉杏輪中地区に頻繁に発生する湛水を防除することにより､地区内の耕地や淡水養魚

池等の農地に対する排水施設整備を行ない､地区内農水産業の発展や住民の安全および

生活の安定を図るため農地排水計画を策定した｡

10年確率24時間雨量3日排水による計画とし､対象とする流域面積は100.02kn2 (1万

ba)で､そのうち農地の排水面積は 7,236haである｡

計画は下記の4項目から成っている｡

①東海排水ポンプ場の建設

②地区内排水路網の整備

③老朽小型排水ポンプ場の改築

④農地排水制御センターの建設

総事業費2,540万元(6億3,500万円)を見積もっている｡



(2)主要施設

1)東海排水ポンプ場の建設

①建築工事

ポンプ場(水槽･建屋等)

事務棟､管理人室及び宿舎､倉庫･修理棟､食堂

②ポンプ機器

模式軸流ポンプ¢ 1,650皿 3台

吐水量8af/s/台､揚程2m-4m

電動モーター 320Ev 3台

付属機器･電気設備等

③油圧レーキ式除塵機 1台

機械費･工事費 700万元(1億 7,500万円)

2)地区内排水路網の整備

水路延長105kn､土工数量52万rrf

工事費780万元(1億9,500万円)

3)老朽小型排水ポンプ場の改築

①既存の4ポンプ場(北沙､馬寧､青雲､盲朗)の整備･改築

②既存の3ポンプ場(新桶､旧涌､高賛)の整備

自動制御システムの導入｡

③竜帝ポンプ場の廃棄･解体

④新竜帝ポンプ場の建設(小型ポンプ出力容量130kvx4台)

機械費･工事費460万元(1億1,500万円)

4)農地排水制御センターの建設

①制御センター棟の建設

建築面積1000Ⅱf

②制御システムの整備 1セット

③維持管理･巡回指導車両の整備 2台

機材費･工事費600万元(1億5,000万円)

以上4項目の総事業費は 2,540万元(6億3,500万円)となる｡



4.総 合 所 見

(1)技術的可能性

斉杏輪中地区内の現況は､多くのクリークや排水路が散在しており､堤外排水河川へ

の排水門や排水ポンプ場も比較的多く設置されているが､施設規模は小規模で散在して

おり､洪水や潮汐の影響により施設機能を充分に発揮していない｡また､地区内の流出

･排水系統が比較的に複雑なため､総合的な流出解析を行ない最適な排水計画を樹立し,

排水路網の整備と排水施設の整備を行なわなければならない｡また､農地排水制御セン

ターを設置して,地区内の排水を総合的にコントロールし､施設の維持管理にあたるこ

とにより事業の効果が期待される｡

技術的に大きな問題となる点は見受けられないが､近代的な施設整備を行なうため一に

は､計画段階に於いて続出解析や排水解析及び排水制御手法について日中協力して計画

を策定し､機器の設置段階に於いてはポンプや除塵機およびシステム制御機器等を日本

から導入するのが望ましいと思われる｡

(2)社会･経済的可能性

順徳市水利電力局の試算によれば､全事業費2,540万元(6億3,500万円)と見積も

っており､その内訳は､下記の通りである｡

全 事 業 費

内訳: ①東海排水ポンプ場の建設

②地区内排水路網の整備

③老朽小型排水ポンプ場の改築

④農地排水制御センターの建設

2,540万元(6億3,500万円)

700 〝

780
〝

460 〝

600 〝

(1億 7,500 〝 )

(1億 9,500 〝 )

(1億1,500 〝 )

(1億5,000 〝

)

一方､この事業実施後には､ポンプの運転効率アップによる省エネルギー効果や維持

費の減少等で､年間の事業効果が工事費の20%を生じるとしているが､工事費､経済効

果ともに本格的調査により詳細な検討が必要である｡

事業の実施により下記の社会的･経済的効果が生じると期待される0

(丑換金作物の高生産量と安定生産

②淡水養魚の高生産量と安定生産

現状では養魚池の冠水により養魚の逃避があるが､冠水防止で逃魚が無くな

る｡水質の改善により良質魚を養殖して香港等への輸出が増加する｡
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③地域の環境改善

湛水の防除により汚水の混入が防止でき､水質の向上により住民の衛生や健

康の環境改善に役立っ｡

④住民の安全･安定的生活の確保

(3)現地政府･住民の対応

現地政府及び住民は､当地が毎年恒常的に洪水･湛水被害を受けているため､経済的

に立遅れており､事業の実施により他の珠江デルタ地域と同等な生活や経済発展を望ん

でいる｡

しかし,事業実現のための予算確保に困難を来しており､日本政府の技術協力を通じ

て開発調査や無償資金協力等による事業の実施を希望している｡

なお､現地政府は事業の実施に当たって､表3による実施分担を提案している｡

表3 実 施 分 担 区 分

項目 中国分担項目 日本分担項目

①東海排水ポンプ場の建設 ポンプ場(水槽･建屋等) ポンプ機器

事務棟､管理人室及び宿舎

倉庫･修理棟､食堂

油圧トキ式除塵機

②地区内排水路網の整備 工事 建設機械

③老朽小型排水ポンプ場の改築 ポンプ場(水槽･建屋等)

受変電設備

自動制御システム機材

④農地排水制御センタ-の建設 建屋､生活施設 制御システム機器

受電設備 維持管理車両

ケープ)レ設備 巡回指導車両

5.添 付 資 料

(1)調 査,者

後藤寧郎 株式会社建設企画コンサルタンツ 取締役海外部開発部長

大久保富之 株式会社建設企画コンサルタンツ 海外部嘱託

篠田E]出梅 株式会社チェリーコンサルタン卜 海外部長



(2)調査日程

月日 曜日 宿泊地 摘要

1992年
5.19 火 北京 移動飛行機JL-781(東京10:30-北京13:15)

20 水 北京 日本大使館表敬､JICA表敬､水利部表敬･打合せ

21 木 北京 国家科学技術委員会表敬､農業部表敬

22

23

24

25

金

水

日

月

福州

広州

移動飛行機CA1505(北京7:20-福州9:50)

]この間､福建省にてPF別途案件調査
･移動飛行機CZ3506(福州19:15-広州20:30)

26

27

火

水

順徳

順徳

広東省水利電力庁表敬･協議

移動自動車(広州14:00一順徳15:30)

現地調査

現地調査

28 木 順徳 現地調査

29

30

金

土

香港 調査結果協議(噸徳市水利電力局)

移動船(順徳11:15-香港13:35)

移動飛行機JLO64(香港14:35-成田19:30)
(後藤･篠田帰国)

移動飛行機JL702(香港13:40-大阪ls:00)
(大久保帰国)

(3)中国側調査団

開 慶 酒 脂徳市水利電力局 副局長

曽 博 凍
〝 副局長

曹 世 銘
〝

工程師

彰 秋 炎
〝

副局級調研員

章 凌 水利部外事司科技合作庭 副慶長

-
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(4)面 会 者

･佐藤勝彦

藤谷浩至

何 文 垣

李 承 実

鄭 如 剛

甘 坐 富

騒 建 業

胡 景 到

呉 裕 航

斉 家 明

部 啓 業

徐 恵 誠

鄭 鑑 豪

在中国日本国大使館 一等書記官

日本国際協力事業団中国事務所

水利部外事司 副司長･高級工程師

〝

科技合作処 慶長

〝 〝

副慶長

農業部国際合作司アジア･アフリカ処 処長

虞東省水利電力廟農電局 副局長

順徳市科学技術委員会 主任助理工程師

脂徳市水利電力局

〝

〝

′′

局長

副局長

副徳工程師

封外耕公室 科長

順徳市杏壇鎮委員会 副書記

(5)収集資料目録

1)中日専項技術合作項目｢低揚程僕臥式軸流衷及液圧把式清汚機的開発応用研究+

計画書1992年5月 広東省順徳市科学技術委員会･広東省順徳市水利電力局

(6)添付図面

図-1

図-2

図-3

図-4

斉杏輪中地区農地排水計画平面図

斉杏輪中地区現況標高図

東海ポンプ場一般計画平面図

東海ポンプ場一般計画断面図
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(8)収集資料

中日‾寺項技禾合作項目

i･一策劫拳朴●武軸韓泉及汲卑あ･式薄汚れ的牙.A_皐月句私

計‾
_封I

r8:

f糸満頒鹿市科学及求鼻長倉
f泰S,嘩埠軍水利もカ局

IT,p九九二年五tA

-
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中日■寺項技禾合作項目計測弔

.-､･項目板鼻-

I､項可名*:低額雀朴武軸流泉及液圧ね式薄汚れ的弁ぇ
鹿用句究｡

2､各偉期限:一九九三キ旦一九九四年
＋}

畠･､-項目中骨加美.･f京A-希草薮本番男合

･ヰ､項目莫永池点:噸鹿骨茶番救国森簿泉蕗
ItTt

5∴朋英鬼単位: F糸満頗鹿す科学及木委員合､.水色局

6､摘草英鬼単位: f余席水も斤､僻山す水も局

7■､助伸集成単位.･武汲永利亀力学洗

8､船足的日オ督励烏合件れ鈎
督励れ鵜±･日本国除微力事故珂･(JICA)
合併れ角.･日本永止土木発令御免節及有美永劫

9､簸.目鼻点:
衣傾度市井杏救国糸串本岡倉建立-十嶺程混同カ

2-4M,牲叶埠牽か..+24 M3/s的低額程砂嵐
軸汰泉劫,及叶由巧オ凍侠客軌水工建筑由中オ
舜青菜為;苑内,=台,鼻息れ(東名もれ)

､色気及各及丙台各月以清除草汚線条草的液圧ね武清狩れ

-
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与森草敏速,

尊貴泉
姓理系晩向日方以後助.:,i_r束軽鉄泉草

ニ､事故背景一

席鹿す地敗蕗江三女桝中'串,南衷806乎オJ;i

旦,･JLロ白2･7万人,泉政局卑67年奇,キ降
雨登16OO竜泉,年平均Jt'i.温21.9o C｡傾

度す水上骨渡阜富,気候温暖湿洞,食止旦ja=以才

.阜舟慮､水臥番兵力主,是i余席卑旦､慮凍,並舟的主鼻P絶え-｡

(｢ト､項向直区域弁ぇ治理ヤ的地位
ヽ

傾度耳属子鹿地区,由子地勢他注,暴雨頻繁,且受

注浜暴漸項耗,藤水不縁,経常出‾風内済変乱 白*寸

阜祇以東,仝す鼻共産‾包み粋冴串133座,畏れ恵
貴2.2万千瓦｡然南,現有的も藤能力逢粒鮫低,

え申分咲両道迭不到及斗林藤森准,力感東i泉並生
p及展的常鼻,衣q入五”劫河,全市逢鼻朝建国絶

ゃ坐骨千曳林丸鼻娩対馬帝劫工作現eJ全面展升｡

虐迭朴陳沈下,逸希或引･i&逢合侃劫雀杏件､赦車高

,水互生初荷阜且放資虜的草飽斬東軍,同時突風澄
汚線的自商務汚名汚物地理,就嵐力当甫も林弟建及

飼美鹿及木rFl卑.迭十同愚直鍵江三角如月ゑ中国
為オ的平原潮区,顛帝有音速姓｡

(ニ)､項目的現状
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目前･,泉国中型韓温泉均以立式泉カ主｡立式泉的主

鼻故点鼻息由井花環及え,泉鼻水下卑分高度え,互

窄逢介高,弟粛於教戸車｡カ此,国タ卜尤鼻是日本､

肴皇等国叶低劫雀的中蜜泉蕗, e}音遁.泉周朴式申流

一一束｡近年束,武図見場和上潅水泉r也牙幾御剣迭神
泉塑,在村水泉及斗和倒竹中遇到錦-些及求同港,

r家､え寺院枚､科研単位等各方面的意見頗不⊥敦,

困而影鳴了迭和泉型的推′使用｡

武図日周生jt的薄汚れ多外線式清浄れ碑不能
英風清浄,紛送､汚物赴埋三位一体建染伸並｡高倉

河追凍浮森草徽多.,常連嵐峯汚線的嫁塞,降低泉為
政牟｡泉用人五或鎧丸清浄水凍竹,エ赦低,荷且森

草只能埠和泉叔林上,も突風不了自功紛追考姓理,
沓通有管･理常永碑多不便｡

(A)､頑目的合竹理由

カ了解決目前他劫肴疎式韓流東研究中南峰的一重故-
･'木同盈,最好的み法如1速凡台各日.本的朴式･軸温泉
昇妥泉虐-十条苑内,同時東上各神原型風.測及各,

通辻■ェ草葉武将風刺数鹿烏逢有情沈鐘存分析､研究,

澄清旋点,在学･,-7*借各的盈盛上加年鑑考究%p,逮
希有助千束国東型的多祥化,▲扱高永泉的研究､使用

和管理的水子,同時,引近日本液温ね式清浄れ及鼻■

汚物紛送,姓理系娩,串或爪白布銭潮可以少え育路,
lptJ-縮簸研潮時河o

(珂).I.,･項目曲目的

-
21
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引速甲本低劫雀砂嵐軸味泉及液底ね見落汚れ的及木

帝政各,､L建立起珠江三角桝第一心慮月日木見吐林輝
泉各的中型泉鬼,全面系統地研克低額覆朴式軸流泉

底労務池治産中綿及木皮*.赦且,弁ぇ虐用卑阜及泉

弟的白功化清浄同盈,丸各地凍僻見愚的,-車庫偉各
的経験｡･

早:地区板鼻
草本攻囲住子頗為す奇病卑,西注釣下蒔,患面衰

100+02子方/2i旦｡延奔命串稀高,余地布低,
全国地勢千坂,蛤山南タ卜地面海浜水鏡以下,.耕地
高程虐1.6-2.8泉え伺_(凍息) ,河渦中承
8970音,旦ヂ面額盲8J6由o音,-耕地面牢
-49′550音,_村産及鼻他面承32,920奇,全
回合叶150,300奇,人ロ110′000人,永並

生ja:以軒旦､せ慮､杏蕉､鹿果カ主, 1991年五
泉並息jt催7.8イ乙克｡

本地区属並熱帯q.使,‾雨音克挿_,年平均降雨貴

カ1639竜泉(1953-1990年),最大降

雨量カ2538.6竜泉(1965年)一,最小降雨

豆カ104:9.5.･竜泉(19二63年)
,･界'串衣卜9

月併,由子雨貴集中,多遣嵐冬春子,■哀歓琴的現象｡
井本攻囲現有堤銭阜54=. 9 5,2i旦,

/建嵐藤岡,23産,
鼻斗孔克105M･,もカ坪港如座,泉丸容量軍615

千瓦,及汁液登カ40.7M3/s,食由子及各老化,

申分泉鹿e,不能逢希｡巌展10年ー迂24小吋暴雨四

え林干的藤准,全国透故少亀林流量･ 24. M3jS,

- 22
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後比敦,､新車泉弟勧逸浄衣流嵐下埠的排水虫ロ十糸草
本岡倉,内装3.台俄劫雀卦式軸施泉,阜れ流草勅壊.
幼虫.oM8/S｡(永泉宜径1650-,配容色机功率320‾kw)

甲､叶剣板鼻
･1＼∴預齢At]･.本斗草地蕗泉弟約束五建筑軌‾金属籍軌

れ屯及各,清浄及各等鼻骨及骨釣.3イ乙目元,朝里日オ

喪偉一冬日jt.的督励,偉力引速及各,及本番恥各p

雅邦牢'考暴嫁3)If等費用,鼻余塵費由ヤオ解決｡

･ 2.､造作れ制:本項日由f京虜頗徳育水も局奴欽英為,選

者日本寺家客郎旨阜,嵐主項白み'>室,主任負骨軌
由8-10名高汲五饗挿,互喪神､及挿参与項目研究｡

希阜莫遺草尽力F･余席水も斤和僻軽骨水も風格伸展鹿

_卓也舟武汲水利屯力学慌｡

′

3､初歩妥林
1992.て-1･993t7

可称捜研究､参吸着客､及各逸塑､勘測及斗o

1993.8-1994.1

土建歳三及砕氷果鹿虎

1994.2-1994.‾6

れ屯及各妥泉及卑通行

41､日着後助内容

-
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(1)･､及冬草償
･ A､低劫程朴式軸流泉主れ､奉れ及も気及各3台各｡

B,･糾1液卵功鹿潮見畳 車‾l占各

C､液底ね式清浄れ及鼻浄劫掛違姓理系銑 2台各｡

(2)･､寺家晩草'
A二水泉及泉蕗管理寺家 1-.豆名

B､準度ね式清浄れ寺家 1-2名

(3)､ ■考各々嫁側

L中音汲連写-4,%そ家赴巧者客,.卑見及各,_2名
妓三社日夜期嫁ilJ(｡

五+

_各件政見分析1､五度受患者:泉弟飾穿区内的永見及鼻組合体(嶺経

済英体)

2､及木引速政見:

A､利用ネ項目嵐果,可使他劫程朴式軸沈泉甚傾度す,殊

■江三角洲乃旦中国南方尊卑准f使用,由子エ雀遣介及
落拳こ清浄費用減少,家弟泉畳赦牟農高,所帯東泉れ

･客室戒少及突風予飽,鼻経帝政盈鈎占与餐建放資用的20%｡

6
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苧､通.辻郎l鍵的林泉､禅林的研究,有功千載国水東研制
及白功化清浄及木水平的.凍串｡`

c､通社中日見方産もカ#.草*:細谷偉研冬鳥債鬼冬流,
蒋帝南平鳳地区由井及海産研究五偉｡
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